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会  議  録 

会議の名称  令和４年度 第２回 富士見市スポーツ推進審議会 

開催日時  令和５年３月２７日（月）１９時３０分～２１時００分 

開催場所  市民総合体育館多目的室１・２ 

出席者  谷澤誠会長、田中悦子副会長、武田圭介委員、神谷和義委員、 

矢野順也委員、家田友樹委員、斉木正一委員 

 事務局（文化・スポーツ振興課） 

欠席者 望月多恵委員、鈴木豊委員、上杉健太委員 

会議次第 議題 

（１）協議事項 

①第２期富士見市スポーツ推進計画の進捗について 

（２）報告事項 

①令和５年度の取組について 

②富士見ガーデンビーチの跡地利用について 

会議資料 資料１ 第２期富士見市スポーツ推進計画の進捗について 

資料２ 令和５年度の取組について 

公開・非公開  公開（傍聴人 ０人） 

会議録確認  谷澤会長 

 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）第２期富士見市スポーツ推進計画の進捗について 

 →事務局から資料１に基づき説明 

 会 長…進捗について各委員からご意見をいただければと思う。 

 委 員…ハンドボールリーグ戦への無料招待者６７名について、どのように周知を

して募集を行ったのか。また、無料招待となった経緯について伺いたい。 

 事務局…広報富士見やホームページに掲載をして周知をし、募集を行った。小学生

対象ではなく、市民全般を対象に招待をした。１００名定員で募集を行い、

応募多数のため抽選となったが、当日お越しいただいた方は６７名であっ

た。当日は７００名程度の来場があり、スタンドはほとんど埋まる状態で
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あった。 

 委 員…無料招待なので１００名定員ではなくもっと多くの方を無料招待した方が

良かったのではないか。 

 事務局…無料招待の枠を大崎電気より１００名分いただいての実施であった。１０

０名以上の方から応募をいただいたが、当日は６７名であった。 

     ハンドボール体験教室は、ハンドボールの周知もあるが、埼玉県の小学生

は投力が低いということもあり、投げるという体験をしてもらうために開

催をしている。 

 委 員…コロナ禍で進まなかったスポーツ事業も３５項目の事ができたというのは

大きな成果である思う。今後もよりスポーツ事業の取り組みが広がってい

けば良いと思う。中学校部活動の地域移行についてはなかなか進んでいな

い現状だが、進めざるを得ない状況になってくると思う。その時にスポー

ツ指導者のデータバンクが富士見市にも少しずつできていれば良いと思う。

部活動指導員をやるには色々な制約や厳しい条件がある。教える人が富士

見市内に沢山いないことには一向に実現しないと思われるため、少しずつ

でも指導者の養成をしていただけるとありがたい。 

 事務局…講師派遣を行っている業者に問合せが多く来ていると聞いた。民間業者な

ので指導者を派遣するのにお金がかかる。地域で受け皿があり、地域の指

導者が指導してくれことが理想的であるのかもしれないが、全国に広がっ

てしまうと指導者はそこまで多くいないため、民間業者が指導者を派遣す

る形になってくるのではないかと思う。部活動も教員が指導していたが、

民間業者に講師派遣を依頼すると保護者の負担が出てくるといった課題が

今後も多く出ると思われる。 

 委 員…保護者負担という形で文科省、スポーツ庁は考えている。毎月部活動の講

師派遣に１万円ずつ保護者がお金を出すかといったら出さないだろう。し

かし、それぐらいお金を集めないことには実施できないといった試算がで

ている。派遣業者に頼らないで実施できる方法はないか模索している。 

 会 長…スポーツ指導者バンク等を行政で考えていかないといけないのではないか

と思う。民間業者に依頼すると費用対効果の部分で難しいところがある。

行政で予算を持ってくれれば実施可能ではないかと思う。検討をお願いし

たい。 

 委 員…鶴瀬小学校では４～６年生にハンドボール授業を取り入れている。ハンド

ボールの大会があることについて、鶴瀬小学校の児童に話をすれば参加希

望をする子が多くいたかもしれないところを学校から案内が出来ず、各家

庭に任せてしまったところがある。小学校で授業のコラボをして、体験教

室の案内を出すとニーズは高くなると思う。感動体験が子どものスポーツ
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の意欲につながっていくため、ハンドボールの試合に招待するだけではな

く、学校とコラボをして選手を呼び、そしてスポーツ大会を開いていくと、

子どもたちにとって成長してからスポーツをやりたいと愛好しようという

気持ちも育っていくと思う。そのため、学校教育とのコラボもスポーツを

継続的に広げていければ良いのではないかと思う。 

 事務局…学校とのコラボということでは、障がい者スポーツの車いすハンドボール

体験教室を実施している。東京２０２０パラリンピック開催時に共生社会

ホストタウンとなったこともあり、引き継いで事業を行っていくためにも

子どもたちに障がい者スポーツの体験を実施している。来年度以降も小学

校１校、中学校１校で授業の中で車いすハンドボール体験をしていただけ

るところがあれば思う。 

 委 員…これだけの事業を今年になってからも実施しているのは素晴らしいと思う。

４月以降も同様に続けていただきたい。 

 委 員…スポーツ推進委員の事業は実施できたが、地区体育祭は実施できなかった。

針ケ谷小学校区のみウォーキング、ボッチャ等の体験型にし、例年とやり

方を変更しての実施となった。入間東部地区駅伝は例年であれば中学生か

ら社会人まで合わせて１００チームほどが参加していたいが、今年は６６

チームの参加と減っている。令和５年度以降参加チームが例年並みのチー

ム数に戻ることを願う。 

 事務局…入間東部地区駅伝には勝瀬中学校や水谷中学校の生徒や教員に参加をして

いただいたが、試験の日程とかぶってしまい出られない学校があった。実

行委員会でも今後は多くの中学生に参加して欲しいと思っているため、次

回日程については実行委員会で協議をしている。地域に根付いた由緒ある

大会であるのでこの火を消してはいけないと思う。 

 会 長…今回の開催にあたり、最初は参加チームが１０数チームと少なく、開催を

辞めた方が良いのではないかと思われるチーム数であった。しかし、募集

期間を１週間延ばし、行政から声掛けをしていただき、５０チームほどプ

ラスとなりやればできると一緒に勉強させていただいた。中学生に参加し

ていただくと人数も増えるので、来年の日程は２月はじめで調整をし、中

学校の試験とかぶらずに参加しやすい日程で実施を考えている。一つ一つ

の声掛けが大事であると思う。 

 事務局…第２期富士見市スポーツ推進計画内東京２０２０大会レガシーによる交流

機会の充実の項目でセルビア共和国との交流事業の展開を設けている。１

月末に市長、教育長とバレーボールＶリーグの埼玉上尾メディックスの試

合を観戦する機会があり視察に行った。埼玉上尾メディックスには今シー

ズンよりセルビア出身のロゾ・サラ選手が所属しており、セルビア共和国
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代表選手として２０２２年世界選手権大会で優勝するなど活躍をしている

選手である。視察の際にも埼玉上尾メディックスから市内の小学生バレー

ボールチームを招待いただき、市内に３チームあるうちの２チームが観戦

し、直接的な交流はなかったがプロのプレーに触れる機会を提供すること

ができた。シーズン終了後に表敬訪問等が行えればと考えている。また、

事前キャンプの時に来ていたミチッチ選手が先日自衛隊体育学校に 1 週間

練習にきていた。直接的な交流は実施できなかったが、スポ―ツを通じて

セルビア共和国ともつながりを深めているところである。 

 会 長…セルビア共和国とは姉妹都市をもつ国ということで積極的な交流を続けて

いる。しかし、市民に情報が入ってこないということが現実であると思う。

急に決まることもあると思うが、ホームページを見ている人ばかりではな

いため、情報発信は課題であり検討をしていってほしい。  

 

４ 報 告 事 項  

  →事務局から資料２に基づき報告 

会 長…委員のご意見をいただければと思う。 

事務局…ボッチャのセットを８セット購入し、数年かけてボッチャの普及をしていく。

ボッチャは年齢、性別、障がいの有無に関係なくできるスポーツであると思

っている。市で指導者を養成し、派遣をすることで広めていきたい。８セッ

ト追加することで多くの方に貸出をして普及を図る。ヘルシーウォーク大会

については、スポーツ推進委員連絡協議会にご協力いただき、来年度は１０

ｋｍのコースが復活するためぜひ参加をしていただければと思う。びん沼自

然公園は、天然芝のパークゴルフ場３６ホールやバーベキュー場などがあり、

３月２９日プレオープンし４月１日にオープンをするため、皆様もぜひ利用

していただければと思う。また、富士見市文化芸術・スポーツ大会等出場奨

励金は関東大会、全国大会に出場した個人、団体に奨励金を交付しており、

想定していた予算を上回る申請を頂いている。今までは制約が多くあったり

したが、見直しを行い、交付対象の幅を広げ、活躍する市民を応援していく。

より多くの方に申請いただけるように周知、情報発信をしていく。 

会 長…富士見市の方が県外の団体で活動している場合は対象なのか。 

事務局…富士見市に住所があれば対象となる。出場大会の予選会が無ければいけない 

など、条件はある。活躍する市民への奨励金交付様子をホームぺージに掲載 

しているので、制度があることを宣伝していただけると助かる。 

委 員…体験教室はどの目標にも関係してくるものである。体験教室の後に、興味を

もった子どもが日常的に触れられる機会を用意してあげることを意識しな

がら体験教室を開催できればよいと思うので、その点を踏まえながら企画を
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してほしい。 

事務局…現状１回限りで終わってしまっている。 

委 員…現状は理解できるが、ボッチャセットを８セット購入しても体験教室で「楽

しかったね」で終わってしまうのはもったいない。スポーツ実施率を上げる

ことも考え、後に繋がるよう少しでも興味を持って続けてくれる人が増えて

くるように受け皿的なところもケアをしていけるような仕組みを検討して

ほしい。 

委 員…点での活動しかできておらず、披露、指導して終わることが多々あった。富

士見市の場合は、自分のクラブや体育館での体験教室を毎週実施できている

ので、体験して楽しかった子どもに対して情報を渡せている。やっている側

も大変意味がある活動が出来ていると感じている。土壌を何年もかけて作っ

てくださった行政には感謝している。少しずつであるが輪が広がっていって

いることはありがたい。 

会 長…私たちはセパタクローが行われていることをこの場で聞いているため知っ

ているが、なかなか周知できておらず知らいない方が多い。体育館のところ

にセパタクロー体験教室をやっていますと宣伝できないのか。来ている方だ

けではもったいない。 

委 員…入間地区内持ち回りで授業研究会があり、一昨年は狭山市でラグビー、昨年

は入間市でアルティメットを実施し、ニュースポ―ツを発表している。来年

度は富士見市でセパタクローやボッチャ、ハンドボールなどが候補にあがっ

ている。実際のところ情報の発信も、情報をキャッチする力も不足しており、

もう少し早く知れていれば、セパタクローを紹介しながら実施できたら良い

発表が出来たのかなと思っている。 

会 長…メディアで放送するものはメジャーと言われるが、メディアで発信しきれな

い部分も多くあるため、地元にあるもの、体育館でやっていることを宣伝す

る必要がある。 

委 員…他市町村では力を入れている競技の団体へ、補助金を出し、道具一式を購入

したりしている。 

会 長…体育館に何か宣伝するものを掲示できないのか。 

事務局…「レスリングのまち」は横断幕を設置し宣伝している。 

会 長…それではレスリングだけのまちになってしまう。セパタクローも体験会や大

会をおこなっているが、市民のほとんどが知らない。競技人口を増やしてい

くことがその競技の発展になるのは間違いない事実である。発信できること

は発信していく必要がある。体育館のバイパス側からも見えるような目で訴

えるものは大事かなと思う。点で終わってしまうのはもったいない。何かを

やればいいで終わるのではなく、次をどのようにケアしていくかが大事だと
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思う。 

 

→事務局から富士見市ガーデンビーチの跡地利用について報告 

事務局…富士見市ガーデンビーチの跡地は市民交流型の多種目、多世代、多目的で利

用できる屋外スポーツ施設を目指していく方向性で決まった。現在市の屋外

スポーツ施設は河川敷にある運動公園、第２運動公園、びん沼公園ミニ野球

場のみである。近隣ではふじみ野市の運動公園が新しくなり、三芳町も役場

の前にある運動公園をリニューアルする。富士見市は近隣と比べて屋外スポ

ーツ施設がより劣っているという現状があるため、説明を重ねて庁内の合意

を得ることができた。どのような施設を作るのが相応しいかを市民懇談会で

意見を聞き、審議会にもフィードバックさせていただく。また、方向性につ

いて市民説明会等を行い、ご理解をいただきながら進めていきたいと考えて

いる。ゼロからでは意見がまとまらなくなるため、課題に沿った形で色んな

視点から考え屋外スポーツ施設の案を示したうえで市民の皆さんに懇談会

を通じて議論していければと思っている。審議会でも今まで多くのご意見を

頂いているので、そこの点も踏まえたうえで方向性を示して進めていければ

と思っている。また今後も審議会の皆さんからも多くのご意見を頂きたい。 

会 長…次年度以降、施設案がでてきたら皆さんのご意見を聞かせていただければと

思う。 

委 員…いつまでに決めるのか。 

事務局…来年度１年間かけてどのような施設にするか具体的な内容を決め、概算費用

の部分も出せればと考えている。 

委 員…基本計画を策定している期間、ガーデンビーチはそのままなのか。 

事務局…来年度の予算の中では解体のための解体工事費用設計委託を行い、先に解体

をしたいと考えている。建築のための工事と同時にやると解体期間も含まれ

工期が長くなるため、先にある程度更地にしたうえで、建築内容が決まった

らすぐに開始できるようにしたい。 

会 長…順調にいって３年ほどかかると思う。解体しながら設計をして平行して進め

てほしい。 

事務局…他市にはないような特徴的な施設にしたいと思っている。 

会 長…セパタクローもできるような施設になるよう意見を出してもらえればと思

う。セパタクローも施設の中で行うより外で行う方が目立つと思う。 

事務局…セパタクローは外でやることもあるのか。 

委 員…海外は基本外で行い、日本だけ体育館で行っている。現地の方は外でやる遊

びが発祥なので外で行っている。風の影響等もあるため、体育館で行うこと

で、風もないし、天井があることにより空間認識能力も楽になるため、技術
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の差も出てくる。 

会 長…今後もご意見がありましたら事務局に伝えていただければと思う。 

 

 

５ そ の 他  事 務 連 絡 

    

 

６ 閉  会 

 

以上 


